
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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住所（法人にあっ
ては、ｊZたる事務

〃『の所在地）
京都府京都市南区吉洋院観音堂町２９番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
災荷の氏紹）

株式会社ＤＮＰファインエレクトロニクスエ場長甲木英直

事業者の主たる

業種 その他の電子部品・デバイス・電子回路製造業

該当する事業者
要件 Ｆ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～２３年３月

基本方針

地球温暖化防止の為、省資源・省エネルギー化に取組`み原単位での削減に努める。

推進体制
工場長を長とする環境委員会とエネルギー委員会にて実施計画の策定、例月の会議にて進捗管理する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

2０ 
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2２ 

設備、対象、工程等

製造部門

製造部門

製造部用

措置内容
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温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）イI畠度
（：酸化炭撚換嫌）

目標年度（計画）

(２２）イド度

（二醗化ﾉｸ』,催換算）

増減率

(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
（と醗化炭黙換徽）

増減率

(実績）
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ｔ ｔ ｔ 
（】

ｔ ｔ ｔ 
〔１
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不採算生産設備と係る空調設備のシャットダウンにより効率化を図った結果、基準年度比２１％超の排出量削減効果となっ
た○ 

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

京都工場
二酸化炭素換算

生産数量

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（iillIIIi） 報告年度（実績） １W減率（災絨）

138.3 130.0 －６．０’%Ⅱ 265.5 92.0い(，
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製品全般に対する市場価格の下落により、生産効率が基準年度比５２．１％と低下した。結果、原単位での悪化となった。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組１１t締 （￣醗化ﾉﾉﾐ黙換算）

(耀備iiii価） hａ (吸収11(） ｔ 
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報告年度（実績）
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(1Mi人 kwｈ (１１ﾘ減 ｔ 

(|職人 ｔ (ﾊﾘ減 ｔ 
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差引排出量

(排{１１台`;'一削減鍬介i汁）

基準年度（実績）

＊111,377.5ｔ 

目標年度（計画）

(率ご’’事3１１１，６９９．８ｔ

噌減ﾉｷ；（iilⅡlli）

2.8％ 

報告年度（実績）

(＊ｌＩ（本局） 8,978.4ｔ 

1W減率（た紙）

-21.1％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

半hX`乙１牛４月ｌ芯にIクリーンキヤンヘーンにて工場1司辺地域のクリーン化環境活動を実施）

６月２１日夏至ライトダウン、７月７日七夕ライトダウンに参加チーム・マイナ
ス６％の活動に参加継続。

特記事項 ｚＵＵｂ牛度に罷栞初について、当仕全準のセロエミッションを達成し、廃棄物排出低減活動を維持継続。


